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●●事例の概要●●

●●評価のポイント●●
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周防大島には理想の「島暮らし」がある
～「ひと」や「しごと」の流れを「定住」に繋げる！～
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山口県周防大島町は、かつてハワイに多くの移民を送
り出したことから「瀬戸内のハワイ」をキャッチフレー
ズに交流人口の拡大に取り組む町である。現在は「交流
から定住へ」の方針の下、移住者の起業支援などにも知
恵を絞っている。

町は平成 20 年に「観光交流人口 100 万人」という目
標を掲げ、観光振興などに取り組んできた。ユニークな
のは民家で受け入れる体験型修学旅行である。17 年間で
全国から 30 校 4,500 人の生徒を受け入れてきたことが、
町の基幹産業である農業や漁業などの第１次産業と観光
交流を結びつけた新たな産業の創出に繋がっている。こ
の試みは経済効果だけでなく、地元住民の生きがいにも
繫がっている。また、全国のフラダンス団体に夏期の土
曜日にお披露目の場を提供する「サタデーフラ」など様々
な企画も実施し、平成 28 年には目標であった観光交流人
口 100 万人を達成した。

移住者を増やすために、一泊二日の島暮らし体験を行

い、島で現実に暮らすということを体感できる「島時々
半島ツアー」や、町の所有する物件に２週間から最大４
週間居住してもらう「お試し暮らし制度」なども実施し
ている。このほか、民間主導で移住希望者と地元の人々
との交流を支援する団体もできている。

また、移住者が起業する事例も増えている。瀬戸内ジャ
ムズガーデンなどがその代表格で、先輩の移住者が行政
とは別に新たな移住者を支援する動きが広がっている。
町は、道の駅に安い家賃で借りることができる「チャレ
ンジショップ」を設け、その卒業生の中から起業する人
も出ている。企業のサテライトオフィスの誘致にも乗り
出しており、廃校になった小学校や空き家にオフィスを
開設し、地元に雇用を生んでいる。

観光振興や移住促進に取り組むだけでなく、「仕事」を
つくるために官民が協力して起業支援に注力している点
は高く評価でき、今後も人口減少が避けられない地域だ
が、その先をにらんで地道な取組を続けてほしい。

周防大島町の人口は、昭和 22 年のピーク時から約４分の１に減少するなど、
全国に先駆けて過疎・高齢化が進んでいる。こうした状況を踏まえ、町では、
定住促進対策に重点的に取り組んでおり、観光交流人口 100 万人構想、交流
から定住へ、そして地域住民や移住者の誰もが主役になって活躍できるまちづ
くりを目指している。

代表的な取組のひとつが、基幹産業である農業や漁業と観光交流を結びつ
けた体験型修学旅行である。参加者受入数は県内最多であり、農業・漁業の
担い手がホームステイの受入家庭や体験のインストラクターとして活躍するな
ど、地域間交流や世代間交流が地域活性化に繋がっている。

また、町内外のチームが参加し、フラダンスを披露する「サタフラ」の取組
等によって、さらなる交流人口の増加に繋げるとともに、島の農林水産物を活
かして起業する人材の育成や、廃校や古民家を民間企業にサテライトオフィス
として貸し出す取組のほか、定住相談の窓口となる「周防大島定住促進協議会」
の設置や、一泊二日の島暮らし体験を提供する「島時々半島ツアー」の開催な
ど、「ひと」や「しごと」の流れを「定住」に繋げる多様な活動を行っている。

山口県 周防大島町 （すおうおおしまちょう）

▶国勢調査人口（単位：人）
市町村名 昭和35年 昭和55年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

周防大島町 49,739 32,021 23,013 21,392 19,084 17,199
▶人口増減率（単位：％）
市町村名 H27/S35 H27/S55 H27/H12 H27/H17 H27/H22

周防大島町 -65.4 -46.3 -25.3 -19.6 -9.9

▶高齢者・若年者比率（H27 年）（単位：％）
市町村名 高齢者比率 若年者比率

周防大島町 51.9 6.8

団体名▶周防大島町
所在地▶〒742-2192　山口県大島郡周防大島町小松126-2
連絡先▶TEL： 0820-74-1007　FAX：0820-74-1015
	 E-mail：seisakukikaku@town.suo-oshima.lg.jp 

URL:http://www.town.suo-oshima.lg.jp/
【交通のご案内】
自動車▶山陽自動車道　玖珂ＩＣから国道437号線で30分
鉄　道▶JR山陽本線大畠駅から定期バス乗車
飛行機▶岩国錦帯橋空港から車で40分

廃校や古民家を活用し、サテライトオフィスを開設
する取組が進み、雇用の創出に繋がっている。

周防大島町は、「交流から定住へ」のキャッチフレーズのもと、島に人を呼び込み、「理想の島暮らし」へと繋ぐ取り組みが行われている。

町内外から多くのチームが参加し、土曜日に
フラダンスを披露する「サタフラ」の取組が
注目を集め、交流人口の増加に繋がっている。

島の地域資源を活かして起業する人材が増加
したことによって、「起業の島」のイメージ
が定着し、移住者が移住者を呼び込み、UI ター
ン者の増加に繋がっている。

体験型修学旅行等によって、都市部の若者を呼
び込む取組が、島民の生きがいづくりと周防大
島のファンの増加に繋がっている。

山口県周防大島町
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